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十
二
月
定
例
会
が
、
十
二
月
一
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の
十
九
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
定

例
会
で
は
、
平
成
十
八
年
度
一
般
会
計
ほ
か
四
特
別
会
計
の
補
正
予
算
、
長
期
継
続
契
約
の
締
結
に
関
す

る
条
例
の
制
定
、
小
児
医
療
費
助
成
条
例
な
ど
の
一
部
改
正
、
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
設
立
に

伴
う
規
約
な
ど
の
協
議
、
動
産
取
得
及
び
市
道
路
線
の
認
定
な
ど
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
十
六
議
案
を
審

議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
。
議
員
提
出
議
案
で
は
、
市
長
の
専
決
事
項
の
指
定
に
つ
い
て
を
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
陳
情
は
三
件
を
趣
旨
不
了
承
と
決
し
ま
し
た
。
　 

１月１４日、文化会館第１駐車場で開催された新春恒例の出初式。 
フィナーレを飾り、青空に向け天高く一斉に放水が行われました 

　
十
二
月
定
例
会
に
市
長
か
ら
提
出
さ
れ

た
一
般
議
案
の
う
ち
、
長
期
継
続
契
約
を

締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
契
約
を
定
め
る

条
例
は
、
事
務
用
機
器
な
ど
の
物
品
の
借

り
入
れ
や
施
設
の
警
備
な
ど
役
務
の
提
供

を
受
け
る
契
約
に
限
り
、
五
年
以
内
で
複

数
年
契
約
を
締
結
で
き
る
も
の
、
ひ
と
り

親
家
庭
等
の
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
及
び
小
児
医
療
費
助
成
条
例

の
一
部
改
正
は
、
児
童
福
祉
法
の
改
正
で

施
設
入
所
の
一
部
が
措
置
か
ら
契
約
に
移

行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
有
料
と
な
る
契
約

で
の
施
設
入
所
者
を
新
た
に
対
象
と
す
る

も
の
、
消
防
賞
慰
金
条
例
及
び
消
防
団
員

等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
改
正
は
、

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の

基
準
を
定
め
る
政
令
の
改
正
に
伴
い
、
そ

れ
ぞ
れ
文
言
の
整
理
等
所
要
の
改
正
を
す

る
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。
ま
た
、
神
奈
川
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
の
設
立
に
伴
う
規
約
の

協
議
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
の
医
療
の
確

保
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
、
平
成

十
八
年
度
末
ま
で
に
県
内
の
全
市
町
村
が

加
入
す
る
広
域
連
合
を
設
立
す
る
こ
と
に

伴
い
協
議
が
さ
れ
た
も
の
、
広
域
大
和
斎

場
組
合
規
約
の
変
更
に
関
す
る
協
議
及
び

高
座
清
掃
施
設
組
合
規
約
の
変
更
に
関
す

る
協
議
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
の
改

正
に
よ
り
収
入
役
制
度
が
廃
止
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
規
約
を
変
更
す
る
た
め
の
協

議
が
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
賛
成
多

数
で
可
決
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
開
発

行
為
に
よ
り
帰
属
さ
れ
た
市
道
路
線
の
認

定
三
件
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
舞
台
音
響
機

器
の
動
産
取
得
は
、
初
日
に
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。 

    

　
補
正
予
算
の
う
ち
、
一
般
会
計
は
、
普

通
退
職
者
の
増
に
伴
う
退
職
手
当
の
増
や

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
等
へ
の
繰

出
金
の
増
、
児
童
手
当
な
ど
の
対
象
件
数

の
増
に
伴
う
扶
助
費
の
増
、
道
路
用
地
の

購
入
に
伴
う
公
有
財
産
購
入
費
の
増
な
ど

に
よ
り
、
七
億
六
千
五
百
八
十
二
万
九
千

円
を
増
額
す
る
も
の
で
、
賛
成
多
数
で
可

決
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
国
民
健
康
保

険
事
業
、
下
水
道
事
業
、
深
谷
中
央
特
定

土
地
区
画
整
理
事
業
及
び
介
護
保
険
事
業

の
各
特
別
会
計
で
は
、
療
養
給
付
費
の
増

と
人
事
異
動
等
に
よ
る
人
件
費
の
計
数
整

理
な
ど
に
よ
り
、
四
特
別
会
計
総
額
で
四

億
千
三
百
七
十
四
万
三
千
円
を
増
額
す
る

も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
全
会
一
致
で
可
決
し

ま
し
た
。 

　
ま
た
、
最
終
日
に
提
出
さ
れ
た
議
員
提

出
議
案
の
市
長
の
専
決
事
項
の
指
定
に
つ

い
て
は
、
市
長
か
ら
新
た
に
二
つ
の
専
決

事
項
の
追
加
に
つ
い
て
協
議
が
あ
り
、
議

会
の
権
限
に
属
す
る
事
項
で
あ
る
が
、
独

自
判
断
の
余
地
の
な
い
客
観
的
に
も
軽
易

な
事
項
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
長
に
そ
の

専
決
処
分
を
委
任
す
る
た
め
の
も
の
で
、

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。 

●
11
月 

15
日
〜
16
日
　
教
育
福
祉
常
任
委
員
会
行 

　
　
　
政
視
察 

20
日
　
議
会
全
員
協
議
会
・
議
会
報
編
集 

　
　
　
委
員
会 

24
日
　
議
会
運
営
委
員
会 

30
日
　
年
末
年
始
の
飛
行
停
止
要
請
（
米 

　
　
　
海
軍
厚
木
航
空
施
設
司
令
官
ほ
か
） 

●
12
月 

１
日
　
12
月
定
例
会
本
会
議
（
初
日
）
・ 

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会
・
議
会
全
員
協 

　
　
　
議
会
・
議
会
報
編
集
委
員
会 

６
日
　
教
育
福
祉
常
任
委
員
会 

７
日
　
経
済
建
設
常
任
委
員
会 

８
日
　
総
務
常
任
委
員
会 

11
日
　
基
地
対
策
特
別
委
員
会 

13
日
　
12
月
定
例
会
本
会
議
（
第
２
日
） 

14
日
　
12
月
定
例
会
本
会
議
（
第
３
日
） 

15
日
　
議
会
運
営
委
員
会 

19
日
　
12
月
定
例
会
本
会
議
（
最
終
日
） 

　
　
　
・
議
会
全
員
協
議
会
・
議
会
報
編 

　
　
　
集
委
員
会 

●
１
月 

19
日
　
議
会
全
員
協
議
会 

26
日
　
県
央
八
市
議
会
議
員
合
同
研
修
会 

　
　
　
（
伊
勢
原
市
民
文
化
会
館
） 

31
日
　
議
会
報
編
集
委
員
会 

●
２
月 

１
日
　
沖
縄
県
沖
縄
市
議
会
議
員
来
市 

７
日
　
議
会
報
編
集
に
関
す
る
議
員
視
察 

　
　
　
（
伊
勢
原
市
） 

13
日
　
埼
玉
県
秩
父
市
議
会
議
員
来
市 

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き 

議
会
の
動
き 

１２
月
定
例
会

月
定
例
会 

１２
月
定
例
会 

長
期
継
続
契
約
の
締
結 

に
関
す
る
条
例
を
制
定 

五
会
計
総
額
で
十
一
億 

八
千
万
円
弱
を
増
額
補
正 

神
奈
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
設
立
に
 

　
伴
う
規
約
の
協
議
に
つ
い
て
を
賛
成
多
数
で
可
決
 

年明けを待つ初詣での列（小園地内） 


